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従来検査法が不得手な健常域領域をカバー

（注）あたまの健康チェック®は、認知症か否かの評価を行うものではありません
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元 気 な 方 が
従 来 法 M M S E で
チ ェ ッ ク し た 際

元気な方の認知機能の変化を細かく分析
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健 診 ・ ド ッ ク 受 診 者 ニ ー ズ は 、 超 異 常 値 の 検 知 （ 従 来 法 ） か ら

健常域での経時変化観察へ

あ た ま の 健 康 チ ェ ッ ク ®
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これまでの検査は
正常値評価には適さなかった



家 族 メ ニ ュ ー

あたまの健康活動を始めましょう

40.0 （前回 83.5）

健 康 デ ー タ が

家 族 と 繋 が る

地 域 と 繋 が る

P H R 「N O B O R I 」とのリアルタイム連携
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2025年： 65歳以上の５人に１人は認知症
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早期段階で薬効の
治療薬登場の可能性

予防事業や健診事業を通じ
できるだけ早期からの

予防活用の推進が望まれる

年10%年16-40%

予防活動 予防なし

臨床評価としても転用が可能なスケールによる
認知機能の定期チェックが推奨される

専門医療機関との
スムーズな連携

社会コスト：14,140千円／年／人

自立した状態だが
積極的な予防が推奨される

自覚しづらい

MMSE,HDS-R 等



日本脳ドック学会報: 認定施設では標準検査として採用



2021年度で15年間の運用実績
第四期（5カ年）もあたまの健康チェック®を継続利用



認知機能に関する調査が特に必要な方

対象：約15,000名
年代：７５歳以上
①施設入所等による見守りが行われていない
②電話による調査が可能な方 等

希望者に実施する内容 ：

① 質問票によるフレイルチェック

② 電話調査による認知機能チェック

（あたまの健康チェック®を使用）

特徴： 自治体の先行事例でも見られない
規模の認知機能調査を実施する点

見込： 3－5割の方がMCIの水準に
該当すると見込まれる

医師会： MRIによる追加検査

連 携 協 定

データ解析



あたまの健康チェック® 検査拠点 医師会 指定医療機関：

運営委員会 ：

2022年4月に制定した健康づくり推進条例で健康寿命の延伸を基本目標に掲げてい
る白山市では、安全でより効果的な運動を日常習慣的に行える体制の構築や、認知機能・
身体機能の維持向上に有効なプログラムの検討、ならびに、事業の介入効果の検証を実施
するための委員会を設置し、県内外の医師やアカデミアが所属しています。

あたまの健康チェック®の受検結果は、PHR（Personal Health Record）アプリ
「NOBORI」(https://nobori.me/)でも閲覧できるようにするなど、白山市では、最新
技術を活用したヘルスケアのDX化により、地域予防事業の輪をご本人のみならずご家族等
の周辺関係者まで広げる活動にも取り組んでいます。

PHRアプリ NOBORIの活用

あたまとからだの健康増進事業

https://nobori.me/


多 く の 企 業 様 が 予 防 的 チ ェ ッ ク の 活 用 で
健 康 増 進 の 促 進 を 実 践 さ れ て い ま す

労使共通のリスク期間

 健康起因の事故・トラブルの防止
 職業寿命の延伸

資 格 職
特 殊 技 能 職

運転業務

保険募集人電 気 工

宅 建 士 管 理 人

多数業界で
再雇用人材は急増中

認知機能チェックを拒否する理由は
「認知症チェックはイヤだ」というものでした

「あたまの健康」だけは維持しておきたい!!
正常域での経時観察の習慣は、継続的な
健康活動を始める動機付けとして最適です

あたまの健康チェック®は、職域健診でトップシェアの認知機能チェックです

再雇用（60歳以上）就労者向けの企業健診項目としてご検討ください





【プレスリリース】

秋田県ヘルスケアの横展開 補助事業に採択：

「お笑い×運動」プログラムが健康無関心層の心を動かす

2023年5月11日

経済産業省 事業 （2023年10月～）
同様の取り組み： 全国複数カ所展開を実証



経済産業省令和５年度ヘルスケア産業基盤高度化推進事業
（ヘルスケアビジネス創出推進等事業）
地域ヘルスケアビジネス水平展開等推進事業

マルチサイト検証： あたまの健康チェック®で機能改善を評価 ＆ 運営コンサル

2023年10月～



未病・予防領域での認知機能評価

ご研究利用、サービスの定期効果計測

若年層・健常群の認知機能の経時的な客観定量評価に最適

Normal vs Cognitive Declined: 
Accuracy = 97%  /  Sensitivity = 95%  /  Specificity = 88%

High Inter-Rater & Test-Retest Reliability / No Ceiling Effect

他多数



科学雑誌「Journal of Alzheimer’s Disease」2020年7月3日（金）掲載

森永乳業 独自保有の「ビフィズス菌MCC1274」 臨床研究: 顕著な認知機能改善効果を示す

認知機能改善作用が確認されている森永乳業独自保有のビフィズス菌株である
Bifidobacterium breve A1（別名MCC1274、以下B. breve A1）について、認知機能低下が
疑われる方50歳以上80歳未満の男女80名を対象とするプラセボ対照ランダム化二重盲検並
行群間比較試験が実施され、総合的な認知機能を顕著に改善する結果が得られました。

予防介入を目指す民間研究でも実績多数

このほか、民間企業によるトライアル進行中が８件



2022年より

あたまの健康チェック®のデータを用いた最新分析法が

国際的マルチサイト横断研究 米ADNI研究における

新たなデータ項目に採択されました

https://adni.loni.usc.edu/data-samples/adni-data-inventory/

国 内 の ア カ デ ミ ア 限 定
研究促進サポート (Academic Initiative) の一環として分析サービスを無償で提供



多職種・多領域の

皆様との連携を

希望しています

健診施設

脳ドック

VIP向け、宿泊ドック
企業・団体

再雇用就労者の

企業健診項目

自社製品の試験・

プロモーション

研究・アカデミア

スクリーニング

（被検者募集）

レジストリ、コホート、

介入時アウトカム

データバンク

保険業界

加入者付帯サービス

受け入れ査定項目

データバンク

地方自治体

特定健診

市民スクリーニング

予防事業の効果計測

無関心層の掘り起こし

あたまの健康チェック®

M P I 指 数
（ 0  ~  1 0 0 ）



株式会社ミレニア

認知機能確認スケール

あたまの健康チェック®

セ ン ト ケ ア ・ グ ル ー プ

メール： info@mil lennia -corporat ion. jp

電 話： 03-5408-7770
お 問 い 合 わ せ

あたまの健康チェック®で今すぐ検索！

®

mailto:info@millennia-corporation.jp

